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ル
タ
ー
と
ド
イ
ツ
語

―
ル
タ
ー
訳
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
と
そ
の
新
高
ド
イ
ツ
語
成
立
へ
の
影
響

多

田
　

哲

一　

は
じ
め
に

現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
と
さ
れ
て
い
る
新
高
ド
イ
ツ
語
の
成
立
は
、
こ
れ
ま
で
、
ル
タ
ー
の
翻
訳
に
よ
る
ド
イ
ツ
語
聖
書
が
決
定
的

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
グ
リ
ム
や
ゲ
ー
テ
は
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
が
近
世
の
ド
イ
ツ

語
を
生
み
出
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
に
入
り
、
こ
の
よ
う
な
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
に
対
す
る
評
価
は
過
大
で

は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ベ
ッ
シ
ュ
は
『
ド
イ
ツ
言
語
史
に
お
け
る
ル
タ
ー
の
役
割
』

（Besch, W
. 1999

）
の
中
で
、
ル
タ
ー
聖
書
が
ド
イ
ツ
語
史
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
も
の
の
、

ル
タ
ー
聖
書
の
伝
播
と
言
語
統
一
と
を
同
一
に
語
る
こ
と
に
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
話
し
言
葉
、
書
き
言
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葉
、
聖
書
の
言
葉
と
い
っ
た
異
な
る
段
階
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
ル
タ
ー
聖
書
が
広
が
っ
た
こ
と
を
根
拠
に
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ

語
が
広
が
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ル
タ
ー
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
が
近
世
の
ド
イ
ツ
語
を
生
み
出
し
た
と
す
る
評
価
は
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
が
宗
教
の
み
な
ら
ず
社
会

全
体
の
改
革
で
あ
っ
た
と
い
う
評
価
に
連
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
評
価
は
大
雑
把
で
あ
っ
て
、
言
語
学
的
に
は
音
と
書
記

と
、
形
態
と
の
関
係
、
統
語
や
意
味
、
語
用
と
い
っ
た
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。
当
時
は
識
字
率
が
低
く
、
正
書
法
も
定
ま
っ
て
い

な
い
た
め
、
音
と
書
記
と
の
ず
れ
も
あ
る
。
書
き
言
葉
で
あ
る
ル
タ
ー
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
が
、
話
し
言
葉
で
あ
る
当
時
の
各
ド
イ
ツ

語
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
は
、
実
際
に
そ
う
簡
単
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
の
研
究
は
ド
イ
ツ
語
史
に
お
い
て
様
々
に
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ

語
が
ザ
ク
セ
ン
官
房
の
書
記
法
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
や
、
活
版
印
刷
の
要
地
で
あ
っ
た
東
フ
ラ
ン
ク
地
方
の
ド
イ
ツ
語
が
影
響
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ル
タ
ー
の
生
ま
れ
育
っ
た
上
部
ザ
ク
セ
ン
語
の
語
彙
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
が
ど
の
よ
う
に
他
の
地
域
へ
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
か
は
研
究
が
ま
だ
少
な
く
、
そ
の
こ
と
が

ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
の
過
大
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
文
で
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
語
史
を
概
観
し
、
特
に
、
一
六
世
紀
の
音
と
書
記
と
の
関
係
に
触
れ
な
が
ら
、
そ
の
中
で
ル
タ
ー

の
ド
イ
ツ
語
が
い
か
な
る
位
置
に
あ
る
か
を
、
主
に
ド
イ
ツ
語
学
の
立
場
か
ら
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二　

ド
イ
ツ
語
史
の
概
観

ド
イ
ツ
語
は
大
き
く
高
地
ド
イ
ツ
語
と
低
地
ド
イ
ツ
語
と
に
区
分
さ
れ
る
。
概
ね
、
高
地
ド
イ
ツ
語
は
ド
イ
ツ
南
部
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
ス
イ
ス
な
ど
ア
ル
プ
ス
北
側
の
標
高
の
高
い
地
域
が
言
語
圏
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
高
地
ド
イ
ツ
語
と
呼
ば
れ
る
。

低
地
ド
イ
ツ
語
は
ド
イ
ツ
北
部
や
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
、
北
海
や
バ
ル
ト
海
沿
岸
、
ラ
イ
ン
河
岸
な
ど
の
標
高
の
低
い
地
域

が
言
語
圏
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
低
地
ド
イ
ツ
語
と
呼
ば
れ
る
。

高
地
ド
イ
ツ
語
と
低
地
ド
イ
ツ
語
と
を
分
け
る
概
念
上
の
境
界
線
は
ベ
ン
ラ
ー
ト
線
と
呼
ば
れ
る
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ベ
ン

ラ
ー
ト
を
起
点
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ア
・
オ
ー
ダ
ー
に
至
る
こ
の
境
界
線
よ
り
北
側
が
低
地
ド
イ
ツ
語
圏
、
南
側
が
高

地
ド
イ
ツ
語
圏
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
言
語
境
界
は
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。
ベ
ン
ラ
ー
ト
線
は
、
線
と
い
う
よ
り
も

帯
で
あ
り
、
か
な
り
の
幅
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
帯
状
の
地
域
を
、
特
に
、
中
部
ド
イ
ツ
語
圏
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
の
言
語

は
高
地
ド
イ
ツ
語
と
低
地
ド
イ
ツ
語
と
の
両
方
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
帯
の
南
岸
線
を
シ
ュ
パ
イ
ア
ー
線
と
し
て
区
別
す

る
場
合
も
あ
る
。

高
地
ド
イ
ツ
語
と
低
地
ド
イ
ツ
語
と
は
、
も
と
も
と
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
の
西
方
言
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
西
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
西
ゲ
ル
マ
ン
諸
語
は
、
他
に
、
英
語
、
フ
リ
ジ
ア
語
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
現
代
で
は
オ
ラ
ン
ダ
語
は
ド
イ
ツ
語
と

別
言
語
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
低
地
ド
イ
ツ
語
か
ら
分
化
し
た
も
の
で
、
一
六
世
紀
の
時
点
で
は
低
地
ド
イ
ツ
語
の
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方
言
と
み
な
す
立
場
と
中
期
オ
ラ
ン
ダ
語
と
し
て
み
な
す
立
場
が
あ
る
。
同
様
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
も
ド
イ
ツ
語
の
方
言
と
み

な
す
立
場
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
言
語
と
方
言
と
の
定
義
が
明
確
で
な
く
、
し
か
も
、
常
に
変
化
し
て
い
る
言
語
を
固
定
的

に
捉
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
か
ら
は
、
他
に
、
北
方
言
か
ら
分
化
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
、

フ
ェ
ー
ロ
ー
語
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
な
ど
が
あ
り
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
語
は
現
代
に
お
い
て
も
か
な
り
古
い
特
徴
を
保
存
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
現
代
で
は
廃
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
東
方
言
か
ら
分
化
し
た
ゴ
ー
ト
語
、
ブ
ル
グ
ン
ト
語
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ル
語
な
ど
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
ゴ
ー
ト
語
は
ア
リ
ウ
ス
派
の
司
教
ウ
ル
フ
ィ
ラ
に
よ
る
聖
書
翻
訳
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ル
フ
ィ
ラ
は
ゴ
ー
ト

語
の
書
記
の
た
め
に
ゴ
ー
ト
文
字
を
考
案
し
、
聖
書
を
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
福
音
書
の
か
な
り
の
部
分
が
銀
文
字
写

本
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
ゴ
ー
ト
語
の
研
究
、
お
よ
び
、
ゲ
ル
マ
ン
語
派
の
研
究
に
欠
か
せ
な
い
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
ウ
ル

フ
ィ
ラ
聖
書
は
ゲ
ル
マ
ン
語
派
の
ま
と
ま
っ
た
書
記
史
料
と
し
て
最
も
古
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
に
遡
る
特
徴
を

多
く
有
し
て
お
り
、
印
欧
比
較
言
語
学
に
お
い
て
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
語
は
、
三
世
紀
頃
ま
で
英
語
や
フ
リ
ジ
ア
語
と
未
分
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
ド
イ
ツ
語
と
い
う
言
語
が
ま
だ
存
在
せ

ず
、
古
ザ
ク
セ
ン
語
、
古
フ
ラ
ン
ク
語
、
古
バ
イ
エ
ル
ン
語
、
古
ア
レ
マ
ン
語
な
ど
が
別
々
に
存
在
し
て
い
た
。
古
ザ
ク
セ
ン
語
の

う
ち
、
ブ
リ
テ
ン
島
に
移
住
し
た
人
々
が
使
用
し
て
い
た
方
言
が
サ
ク
ソ
ン
語
と
呼
ば
れ
、
ア
ン
グ
ル
語
と
共
に
古
英
語
を
形
成
し

た
。
英
語
で
、
英
語
を
意
味
す
るEnglish

は
「
ア
ン
グ
ル
人
の
言
葉
」
を
意
味
す
る
ア
ン
グ
ル
語
のÆ

nglisce spræ
c

に
由
来
す

る
。六

世
紀
頃
か
ら
第
二
次
子
音
推
移
と
い
う
規
則
的
な
子
音
の
音
変
化
が
起
こ
り
、
高
地
ド
イ
ツ
諸
語
が
発
生
し
た
。
ベ
ン
ラ
ー
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ト
線
は
、
こ
の
第
二
次
子
音
推
移
の
有
無
を
概
念
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
第
二
次
子
音
推
移
は
ア
ル
プ
ス
地
方
で
発
生
し
、
約

三
〇
〇
年
か
け
て
ベ
ン
ラ
ー
ト
線
ま
で
到
達
し
て
停
止
し
た
。

最
も
第
二
次
子
音
推
移
の
影
響
が
強
か
っ
た
ス
イ
ス
の
古
ア
レ

マ
ン
語
は
、
最
高
地
ド
イ
ツ
語
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域

は
ス
イ
ス
の
中
で
も
特
に
標
高
の
高
い
山
岳
地
帯
で
、
そ
の
た

め
、
最
高
地
ド
イ
ツ
語
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
時
代
、
東
フ
ラ
ン

ク
王
国
が
ド
イ
ツ
語
圏
で
大
き
な
勢
力
で
あ
っ
た
た
め
、
古
高

フ
ラ
ン
ク
語
が
古
高
ド
イ
ツ
語
の
代
表
的
言
語
と
見
な
さ
れ
て

い
る
。
ド
イ
ツ
語
で
最
も
古
い
ま
と
ま
っ
た
書
記
史
料
が
残
さ

れ
て
い
る
の
が
古
高
フ
ラ
ン
ク
語
で
八
世
紀
頃
に
成
立
し
た
作

者
不
詳
の
『
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
の
詩
』
や
九
世
紀
頃
に
成
立
し

た
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
の
オ
ト
フ
リ
ー
ト
に
よ
る
『
福
音
書
』

な
ど
が
あ
る
。
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
の
オ
ト
フ
リ
ー
ト
は
マ
イ

ン
ツ
大
司
教
管
轄
下
の
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
の
修
道
士

と
見
な
さ
れ
お
り
、
そ
の
『
福
音
書
』
は
聖
書
翻
訳
で
は
な

く
、
福
音
書
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
脚
韻
詩
で
あ
る
。

￼ 図 1　第二次子音推移（König 1978, S. 64）



168

一
二
世
紀
、
ド
イ
ツ
南
西
部
の
低
地
ア
レ
マ
ン
語
圏
で
吟
遊
詩
人
た
ち
に
よ
る
叙
事
詩
や
抒
情
詩
な
ど
の
文
学
が
発
展
し
た
こ
と

で
、
低
地
ア
レ
マ
ン
語
が
中
高
ド
イ
ツ
語
の
代
表
的
言
語
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
低
地
ア
レ
マ
ン
語
は
、
低
地
と
名
が
付
い
て
い
る

が
高
地
ド
イ
ツ
語
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
有
名
な
文
学
作
品
に
は
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
』
や
『
パ
ル
ツ
ィ
フ
ァ
ル
』
な
ど
が

あ
る
。

こ
の
時
代
、
ド
イ
ツ
北
部
で
も
低
地
ド
イ
ツ
語
の
文
学
が
生
ま
れ
、
古
低
ザ
ク
セ
ン
語
に
変
わ
っ
て
中
低
フ
ラ
ン
ク
語
が
中
低
ド

イ
ツ
語
の
代
表
的
言
語
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
三
世
紀
に
ハ
ン
ザ
同
盟
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
中
低
ザ
ク
セ
ン
語
も

ド
イ
ツ
北
部
の
主
要
言
語
と
な
っ
た
。
低
地
フ
ラ
ン
ク
語
の
う
ち
、
低
地
地
方
（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
）
の
フ
ラ
ン
ク
語
が
次
第
に
分

化
し
て
中
期
オ
ラ
ン
ダ
語
と
な
っ
て
、
現
代
オ
ラ
ン
ダ
語
の
元
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
有
名
な
文
学
作
品
と
し
て
は
『
狐
ラ
イ
ン

ケ
』
や
『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
』
な
ど
が
あ
る
。

一
五
世
紀
頃
に
な
る
と
高
地
ド
イ
ツ
語
圏
で
長
母
音
が
二
重
母
音
化
す
る
母
音
推
移
が
起
こ
り
始
め
、
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
期
に

入
る
。
こ
の
母
音
推
移
は
高
地
フ
ラ
ン
ク
語
か
ら
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、/u:/ > /au/ (ex. ûß > aus), /i:/ > 

/ai/ (ex. zît > zeit)

を
挙
げ
る
。
ル
タ
ー
が
活
動
し
、
宗
教
改
革
が
起
こ
っ
た
一
六
世
紀
は
こ
の
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
期
の
範
囲
で

あ
る
。
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
は
中
高
ド
イ
ツ
語
か
ら
新
高
ド
イ
ツ
語
へ
の
過
渡
期
に
あ
た
る
。
中
高
ド
イ
ツ
語
か
ら
初
期
新
高
ド
イ

ツ
語
へ
の
移
行
に
関
し
て
、
中
高
ド
イ
ツ
語
か
ら
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
へ
の
移
行
を
示
す
特
徴
と
し
て
、
フ
ラ
イ
シ
ャ
ー
は
こ
の
母

音
推
移
に
よ
る
新
た
な
二
重
母
音
の
出
現
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
新
た
な
二
重
母
音
の
出
現
を
フ
ォ
ン
・
ラ
ウ
マ
ー
は
初
期
新
高
ド

イ
ツ
語
の
本
質
的
特
徴
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
伝
播
に
は
地
域
差
、
時
間
差
が
大
い
に
あ
り
、
各
地
域
の
言
語
的

多
様
性
は
か
な
り
幅
広
い
。
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
は
過
渡
的
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
同
一
史
料
内
で
あ
っ
て
も
中
高
ド
イ
ツ
語
の
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特
徴
と
新
高
ド
イ
ツ
語
の
特
徴
と
の
両
方
が
現
れ
て
い
る
場
合
も

あ
る
。
資
料
１
に
示
し
た
の
は
、
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ル

（
現
在
の
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
に
位
置
す
る
都
市

で
、
当
時
は
帝
国
都
市
）
の
宗
教
改
革
を
進
め
た
神
学
者
ヨ
ハ
ネ

ス
・
ブ
レ
ン
ツ
が
一
五
四
三
年
に
作
成
し
た
『
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ

シ
ュ
・
ハ
ル
教
会
規
定
』
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
聖
句
の

引
用
で
あ
る
。
こ
の
例
で
は
三
行
目
の
最
後
の
単
語
「vff

」
と

五
行
目
の
単
語
「auff

」
は
と
も
に
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
に
お
け

る
「auf

」
に
当
た
る
単
語
で
あ
る
が
、
前
者
は
初
期
新
高
ド
イ

ツ
語
の
特
徴
で
あ
る
二
重
母
音
化
を
せ
ず
、
中
高
ド
イ
ツ
語
の
形

態
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
一
五
四
七
年
に
作

ら
れ
た
『
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
総
会
規
定
』
に
お
い
て
も
非
常
に

多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
一
七
世
紀
に
入
る
と
、
高
地
ド
イ
ツ
語
圏
が
北
に
拡

大
し
、
低
地
ド
イ
ツ
語
圏
を
圧
迫
し
始
め
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の

拡
大
と
共
に
中
部
ド
イ
ツ
語
が
中
心
と
な
っ
て
新
高
ド
イ
ツ
語
が

　　　　　　 Wer nun ſich selbs
nidrigt / wie dis kind / der iſt der groͤſt im
Himelreich / vnd wer ein sollich Kind vff
nimpt in meinẽ namen / der nimpt mich
auff.

「さて、自らをこの子どものように
低くするものは、天の国で最も偉
大である。そして、私の名によって
このような子どもを受け入れるもの
は、私を受け入れるのである。」

資料１　 Brenz, J. (1543), Ordnung der Kirchen / inn eins Erbarn Raths zu Schwaͤbischen Hall / 
Oberkeit vnd gepiet gelegen, Bl. Bii. Schwäbisch Hall, Pancratium Duecken.
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形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
と
な
っ
た
。
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
は
一
九
九
六
年
に
新
正
書
法
が
定
め
ら
れ
、
例
え

ば
、ß
の
表
記
が
そ
れ
ま
で
の
歴
史
的
な
綴
り
か
ら
母
音
の
長
短
を
表
す
機
能
的
な
も
の
に
変
更
さ
れ
た
。ß

は
「
エ
ス
ツ
ェ
ッ
ト
」

と
い
う
名
前
が
示
す
通
り
、s

の
異
体
字
で
あ
るſ

とz

の
異
体
字
で
あ
るʒ

と
の
合
字
で
あ
り
、
元
々<ſſ>

と<ſʒ>

と
は
異
な

る
書
記
素
で
あ
っ
た
。
な
お
、
言
語
学
で
は< >

で
括
る
こ
と
で
そ
れ
が
書
記
素
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
同
様
の
記
号
と
し
て
、

[  ]

は
音
を
、/  /
は
音
素
を
、{  }

は
形
態
素
を
示
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
る
。Schloß

やm
uß

の
よ
う
に
本
来
の<ſʒ>

で
あ
っ

た
も
の
で
も
、
新
正
書
法
で
は
短
母
音
の
次
に
来
るß

は
全
てss

へ
と
表
記
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、Schloß

は

Schloss

に
、m

uß

はm
uss

と
表
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ス
イ
ス
の
正
書
法
の
よ
う
に
全
くß

を
廃

止
し
た
表
記
も
あ
る
。

現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
の
統
語
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
属
格
の
衰
退
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
に
は
元
来
、
主
格
、
属

格
、
与
格
、
対
格
と
い
う
四
つ
の
文
法
格
が
あ
る
が
、
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
で
は
属
格
が
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
他
の
方
法

で
言
い
換
え
が
進
ん
で
い
る
。
属
格
目
的
語
を
取
る
動
詞
は
、
与
格
や
対
格
、
前
置
詞
句
を
目
的
語
に
取
る
よ
う
に
な
り
、
属
格

支
配
の
前
置
詞
も
与
格
や
対
格
支
配
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
動
詞vergessen

「
忘
れ
る
」
は
属
格
目
的
語
を
取
る
動
詞

で
あ
っ
た
が
、
現
代
で
は
対
格
目
的
語
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
定
型
表
現
と
し
て
古
い
言
い
方
が
固
定
化
さ
れ
、 

Vergiss m
einer nicht!

「
私
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
」
と
属
格
目
的
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
も
う
一
つ
の
例
は
、
過
去

形
が
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
現
代
の
話
し
言
葉
で
は
、
い
く
つ
か
の
頻
度
の
高
い
動
詞
を
除
い
て
過
去
形
が
用

い
ら
れ
ず
、
現
在
完
了
形
で
過
去
が
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
南
部
に
お
い
て
特
に
顕
著
で
、
全
く
過
去
形
を
用
い
な
い
方
言
も

あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
に
お
い
て
過
去
形
と
現
在
完
了
形
と
は
共
に
過
去
の
時
制
を
表
し
、
差
異
は
な
く
な
っ
て
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い
る
。

三　

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
歴
史
言
語
を
扱
う
上
で
の
原
則
で
あ
る
。
ル
タ
ー
の
聖
書
翻
訳

は
市
井
の
人
々
の
言
葉
を
用
い
て
書
か
れ
た
と
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
文
字
で
書
記
す
る
以
上
、
音
と
書
記
と
の
関
係
に
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
記
法
が
統
一
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
正
書
法
は
単
に
そ
の
言
語
の
音
を
表
記
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
語
源
的
情
報
や
統
語

的
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
音
声
的
特
徴
か
と
い
う
以
上
の
情
報
を
含
む
整
え
ら
れ
た
書
記
独
自
の
体
系
で
あ
る
。
し
か
し
、
各
言
語
に

よ
っ
て
ど
の
程
度
そ
れ
ら
の
情
報
が
書
記
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
様
々
で
あ
り
、
ま
た
用
い
る
文
字
体
系
に
も
依
存
す

る
の
で
あ
る
が
、
概
ね
二
通
り
の
態
度
が
あ
る
。

一
つ
は
音
素
を
基
本
と
し
た
書
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
読
む
よ
う
に
書
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
書
記
か
ら
音
が
容

易
に
判
る
こ
と
が
利
点
で
あ
る
反
面
、
屈
折
語
な
ど
で
は
同
一
語
内
で
書
記
が
不
統
一
と
な
る
欠
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ

は
形
態
素
を
基
本
と
し
た
書
記
を
た
て
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
は
反
対
に
書
記
が
統
一
的
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
書
記
か
ら

音
が
再
現
し
難
い
場
合
が
生
じ
る
。
現
在
の
標
準
ド
イ
ツ
語
正
書
法
で
は
一
般
的
な
ラ
テ
ン
文
字
に
加
え
てä, ö, ü, ß

の
四
つ
の

特
殊
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
書
記
体
系
と
し
て
は
形
態
素
を
基
本
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、W

ald

で
あ
りW

alt

で
は
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な
く
、W

älder

で
あ
りW

elder

で
は
な
い
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
形
態
素{w

ald}

を
基
本
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
期
の
書
記
法
統
一
過
程
に
は
大
き
く
二
通
り
の
考
え
方
が
あ
る
。
一
方
は
、
ミ
ュ
レ
ン
ホ
ー
フ

（M
üllenhoff, 1863

）
で
示
さ
れ
て
い
る
皇
帝
権
力
の
中
枢
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
う
説
で
あ
る
。
彼
は
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
国
の

官
庁
語
か
ら
帝
国
全
体
へ
と
広
が
り
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
の
書
記
法
統
一
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
。
も
う
一
方
は
、
フ
リ
ン
グ
ス

（Frings, 1941
）
で
あ
る
。
彼
は
当
時
は
辺
境
で
あ
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
や
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
な
ど
へ
の
東
方
植
民
に
よ
っ
て

様
々
な
地
方
か
ら
人
が
集
ま
り
、
そ
こ
で
各
方
言
の
平
準
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
書
記
の
統
一
へ
向
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
両
者
に
は
共
に
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ュ
レ
ン
ホ
ー
フ
に
つ
い
て
は
皇
帝
権
力
の
強
さ
に
疑
問
を
呈
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
は
小
邦
の
集
合
体
で
あ
り
、
皇
帝
権
力
は
実
質
的
に
帝
国
全
土
に
は
及
ん
で
は
お
ら

ず
、
領
邦
君
主
が
実
際
に
は
独
立
し
た
君
主
と
し
て
振
舞
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
皇
帝
権
力
の
弱
さ
が
宗
教
改
革
の
一
因
と

も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
リ
ン
グ
ス
に
つ
い
て
は
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
を
同
一
に
扱
っ
て
い
る
点
で
問
題
が
あ
る
。
上
述
の
通

り
、
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
歴
史
言
語
を
扱
う
上
で
の
原
則
で
あ
る
か
ら
、
フ
リ
ン
グ
ス

の
説
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
に
は
、
さ
ら
に
、
東
方
植
民
に
よ
る
話
し
言
葉
の
平
準
化
か
ら
書
記
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
か

を
史
料
か
ら
根
拠
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
た
め
の
十
分
な
史
料
を
用
意
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

現
代
日
本
語
で
は
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
が
同
じ
あ
り
、
こ
れ
を
言
文
一
致
と
呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
、
話
し
て
い
る
よ
う
に
書
く

こ
と
が
で
き
、
書
い
て
い
る
よ
う
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
戦
前
ま
で
の
日
本
語
は
口
語
と
文
語
と
に
分
か
れ
て
お
り
、

口
語
は
現
代
日
本
語
と
そ
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
文
語
は
古
文
の
特
徴
を
残
す
も
の
で
、
日
常
の
会
話
で
は
使
わ
れ
る

こ
と
が
稀
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
口
語
と
文
語
と
い
う
呼
び
方
が
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
の
不
一
致
を
示
し
て
い
る
。
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話
し
言
葉
は
生
き
た
言
語
と
し
て
常
に
変
化
し
て
い
く
の
に
対
し
、
書
き
言
葉
の
変
化
は
相
対
的
に
か
な
り
遅
く
、
必
ず
差
が
生

じ
る
。
あ
ま
り
に
言
文
の
乖
離
が
進
む
と
、
言
文
一
致
が
起
こ
る
。
そ
こ
か
ら
、
ま
た
徐
々
に
両
者
の
差
が
広
が
り
始
め
る
と
い
う

関
係
に
あ
る
。
例
え
ば
、
英
語
の
正
書
法
は
本
来
の
文
字
の
音
価
と
実
際
の
発
音
と
が
乖
離
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
五
世
紀
～
一

七
世
紀
ご
ろ
に
起
こ
っ
た
大
母
音
推
移
と
い
う
激
し
い
音
変
化
以
前
の
綴
り
が
書
き
言
葉
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

例
と
し
て
、
欽
定
訳
（K

ing Jam
es Version

）
聖
書
の
「
主
の
祈
り
」
の
冒
頭
部
はO

ur Father w
hich art in heaven

と
な
っ

て
い
る
が
、be

動
詞
の
直
説
法
現
在
二
人
称
単
数
形
がart

で
あ
る
以
外
は
現
代
英
語
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
読
み
方
は
現
代

英
語
と
異
な
り
、
大
母
音
推
移
以
前
の
音
で
あ
る
。

歴
史
的
言
語
資
料
を
扱
う
場
合
、
言
文
が
不
一
致
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
当
時
の
音
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
よ
う
に
音
を
そ
の
ま
ま
記
録
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
歴
史
的
言
語
資
料
と
は
必

ず
書
記
資
料
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
の
が
比
較
言
語
学
と
い
う
分
野
で
あ
る
。
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
は
、
異
な
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
の
距
離
は
、
近
づ
い
た
り

離
れ
た
り
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
現
代
の
よ
う
に
正
書
法
が
規
定
さ
れ
る
以
前
は
、
書
記
の
中
に
綴
り
の
揺
れ
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
書
記
資
料
の
年
代
や
成
立
地
、
ジ
ャ
ン
ル
を
体
系
的
に
整
理
し
、
分
析
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
音
を
再
建
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
比
較
言
語
学
で
は
、
さ
ら
に
、
古
す
ぎ
て
書
記
資
料
さ
え
残
っ
て
い
な
い
時
代
の
言
語
も
再
建
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
図
２
（
次
頁
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
や
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語
な
ど
言
語
史
料
が
皆
無

の
言
語
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
比
較
言
語
学
の
研
究
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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図２　ドイツ語の変遷

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祖
語

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ど

ゲ
ル
マ
ン
祖
語

古
ド
イ
ツ
諸
語
３
世
紀

古
高
ド
イ
ツ
語
６
世
紀

新
高
ド
イ
ツ
語
15
世
紀

中
高
ド
イ
ツ
語
８
世
紀

中
期
オ
ラ
ン
ダ
語

ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ
シ
ア
語
な
ど

古
英
語
・
古
ノ
ル
ド
語
な
ど

古
低
ド
イ
ツ
語
８
世
紀

中
低
ド
イ
ツ
語
12
世
紀

ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
語

現
代
オ
ラ
ン
ダ
語

表１　ドイツ語の区分

低地ドイツ語 低地フランク語 低地ザクセン語
中部ドイツ語 ライン・フランク語 テューリンゲン語 上部ザクセン語

高地ドイツ語
低地アレマン語 東フランク語 低地バイエルン語
最高地アレマン語 高地アレマン語 上部バイエルン語
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四　

宗
教
改
革
期
の
「
ド
イ
ツ
語
」

表
１
に
示
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
語
の
区
分
を
通
時
的
に
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
概
ね
現
代
の
方
言
区
分
に
も
対
応
し

て
お
り
、
ま
た
、
宗
教
改
革
期
の
ド
イ
ツ
語
の
区
分
に
も
概
ね
対
応
し
て
い
る
。
但
し
、
宗
教
改
革
期
は
現
代
の
方
言
差
よ
り
も
そ

れ
ら
の
違
い
は
大
き
く
、
低
地
ド
イ
ツ
語
圏
と
高
地
ド
イ
ツ
語
圏
は
相
互
に
通
じ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

宗
教
改
革
期
に
お
い
て
ド
イ
ツ
語
と
言
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
一
つ
の
言
語
名
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
語
を
意
味
す
るdeutsch

あ
る

い
はteutsch

は
「
民
衆
の
」
と
い
う
意
味
の
形
容
詞
で
あ
っ
て
、
固
有
名
詞
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
語
と
い
う
の
は

「
民
衆
語
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
民
衆
の
言
葉
と
し
て
異
な
る
「
ド
イ
ツ
語
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

中
世
の
ド
イ
ツ
は
名
目
的
に
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
域
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
三
〇
〇
以
上
の
領
邦
が
複
雑
に
ひ
し
め
き
あ
っ

て
い
た
。
封
建
制
度
の
も
と
で
領
民
の
移
動
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
通
商
も
各
領
主
が
課
す
関
税
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
い
た
た

め
、
人
や
物
の
移
動
は
少
な
く
、
小
さ
な
言
語
圏
が
無
数
に
あ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宗
教
改
革
期
に
は
貨
幣
経
済

や
都
市
の
発
達
に
よ
っ
て
人
や
物
が
中
世
よ
り
も
流
動
的
に
な
っ
た
影
響
で
、
書
き
言
葉
の
あ
る
程
度
の
平
準
化
が
起
こ
っ
た
。
通

商
や
外
交
の
た
め
に
は
相
互
に
理
解
で
き
る
共
通
語
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
に
主
な
言
語
圏
を
挙
げ
る
。

ハ
ン
ザ
同
盟
の
経
済
圏
に
よ
る
言
語
圏
。	
ハ
ン
ザ
・
ド
イ
ツ
語
。
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ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
領
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
言
語
圏
。	

中
期
オ
ラ
ン
ダ
語
。

ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
官
房
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

上
部
ザ
ク
セ
ン
語
。

ラ
イ
ン
伯
領
や
プ
フ
ァ
ル
ツ
公
領
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

ラ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
語
。

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
や
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
都
市
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

東
フ
ラ
ン
ク
語
。

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
領
や
バ
ー
デ
ン
の
諸
領
邦
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

低
地
ア
レ
マ
ン
語
。

ス
イ
ス
同
盟
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
語
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
領
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

共
通
ド
イ
ツ
語
。

ド
イ
ツ
騎
士
団
に
よ
る
東
方
植
民
地
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

中
期
プ
ロ
イ
セ
ン
語
。

プ
ラ
ハ
官
房
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
。	

プ
ラ
ハ
・
ド
イ
ツ
語
。

政
治
的
、
あ
る
い
は
、
経
済
的
な
中
心
地
が
言
語
圏
を
形
成
し
、
言
語
の
統
一
を
促
進
す
る
と
い
う
考
え
方
は
既
出
の
ミ
ュ
レ
ン

ホ
ー
フ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
改
革
期
に
お
け
る
そ
の
中
心
が
ル
タ
ー
で
あ
る
と
ミ
ュ
レ
ン
ホ
ー
フ
は
述
べ
て
い
る
が
、
ベ
ッ

シ
ュ
（B

esch, 2014

）
は
、
こ
の
よ
う
な
複
数
の
言
語
圏
に
ま
た
が
っ
て
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
が
一
様
に
広
が
る
こ
と
は
考
え
に

く
い
と
指
摘
す
る
。
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五　

ル
タ
ー
の
言
語
と
活
版
印
刷

ル
タ
ー
は
、
中
部
ド
イ
ツ
の
ア
イ
ス
レ
ー
ベ
ン
で
生
ま
れ
、
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
で
青
年
期
、

エ
ア
フ
ル
ト
で
大
学
時
代
を
過
ご
し
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
官
房
を
中
心
と
し
た
言
語
圏
に
含
ま
れ
る
。
聖
書
を
翻

訳
し
た
ヴ
ァ
ル
ト
ブ
ル
ク
や
改
革
者
と
し
て
活
動
し
た
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
も
同
様
で
あ
る
。
ル
タ
ー
は
旅
行
な
ど
を
除
い
て
生
涯

の
ほ
ぼ
全
て
を
上
部
ザ
ク
セ
ン
語
圏
内
で
生
活
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ル
タ
ー
の
言
語
の
基
層
は
上
部
ザ
ク
セ
ン
語
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
、
ヴ
ォ
ル
フ
（W

olf, 1980

）
は
ル
タ
ー
の
言
語
使
用
に
つ
い
て
、
上
部
ザ
ク
セ
ン
語
圏
の
域
を
出
る
も
の
で
は

な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
ヴ
ォ
ル
フ
に
よ
れ
ば
、
ル
タ
ー
が
用
い
た
語
彙
の
約
八
五
％
は
上
部
ザ
ク
セ
ン
語
に
由
来
し
な
が
ら
、
ル

タ
ー
以
前
か
ら
既
に
他
の
言
語
圏
で
も
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ル
タ
ー
の
活
動
に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
も
の
で

は
な
い
。
上
部
ザ
ク
セ
ン
語
圏
は
他
の
言
語
圏
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
中
央
部
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
上
部
ザ

ク
セ
ン
語
に
由
来
す
る
語
彙
が
他
の
地
域
で
も
通
用
し
た
一
つ
の
理
由
で
あ
る
。
ル
タ
ー
自
身
は
「
新
し
く
、
聞
き
慣
れ
な
い
、
使

わ
な
い
よ
う
な
言
葉
を
使
い
た
が
る
こ
と
に
は
用
心
す
る
の
だ
。
そ
の
手
の
や
り
方
は
良
い
語
り
に
極
め
て
反
し
て
い
る
」（W

A
 

TR
 4, 4154

）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
当
時
の
ル
タ
ー
の
言
語
使
用
を
把
握
す
る
上
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ル
タ
ー
の
著
作
物
の
ほ
と
ん
ど
は
印

刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
五
二
二
年
に
出
版
さ
れ
た
新
約
聖
書
、
い
わ
ゆ
る
「
九
月
聖
書
」
は
、
綴
り
の
揺
れ
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が
多
く
あ
る
が
、
ル
タ
ー
自
ら
改
訂
し
た

最
後
の
版
で
あ
る
一
五
四
五
年
に
出
版
さ

れ
た
聖
書
で
は
綴
り
が
安
定
し
て
い
る
。

資
料
２
を
見
る
と
、gute / gutte

や

zu / tzu

、tod / todt

、vnd / vnnd

な
ど

の
綴
り
の
揺
れ
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

erloſt

やvberw
unden

の
よ
う
に
ウ
ム

ラ
ウ
ト
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
資
料
３
を
見
る
と
、
綴
り
が
安
定

し
、
ウ
ム
ラ
ウ
ト
も
表
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
よ
う
な
表
記
の
違
い
は
、
著
者

の
言
語
使
用
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

印
刷
工
房
の
植
字
工
に
よ
る
活
字
の
組
み

方
が
影
響
し
て
い
る
と
、
藤
井
（2009

）

や
、
齋
藤
（2010

）
は
指
摘
し
て
い

る
。
ル
タ
ー
聖
書
に
つ
い
て
は
、
一
五
二

六
年
以
降
、
ル
フ
ト
（H

ans Lufft

）
と

資料２　「新約序文」（Wittenberg, 1522）

資料３　「新約序文」（Wittenberg, 1545）
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い
う
印
刷
業
者
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
で
の
印
刷
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
綴
り
の
変
化
が
、
ル
タ
ー
の
言
語
使
用
の
変
化
で
あ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
印
刷
業
者
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
の
は
慎
重
を
要
す
る
。
資
料
１
と
資
料
２
と
で
は
、
印

刷
業
者
が
異
な
る
の
で
、
使
用
し
て
い
る
活
字
も
異
な
っ
て
い
る
。
齋
藤
（2010

）
は
作
業
の
効
率
化
の
た
め
に
ウ
ム
ラ
ウ
ト
の

表
記
を
し
な
い
植
字
工
と
、
作
業
を
煩
雑
に
し
て
で
も
活
字
の
種
類
を
増
や
し
て
そ
の
豊
富
さ
を
売
り
に
す
る
植
字
工
と
が
お
り
、

刊
本
に
お
け
る
書
記
の
揺
れ
は
植
字
工
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
書
記
に
つ
い
て
は
印

刷
業
者
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
活
版
印
刷
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
東
フ
ラ
ン
ク
地
方
の
言
語
的
影
響
をB

esch (2014)

も
指
摘
し
て
い
る
。

六　

ル
タ
ー
聖
書
の
受
容

一
五
二
二
年
に
出
さ
れ
た
ル
タ
ー
聖
書
は
、
確
か
に
当
時
の
印
刷
物
と
し
て
は
驚
異
的
な
広
が
り
を
見
せ
た
。
た
だ
し
、
ル
タ
ー

が
訳
し
た
訳
文
が
そ
の
ま
ま
広
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
述
の
印
刷
業
者
に
よ
る
書
記
の
改

変
は
当
時
に
お
い
て
通
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
各
地
で
出
版
さ
れ
た
ル
タ
ー
聖
書
を
比
較
す
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。

ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
版
や
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
（
現
在
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
）
版
で
は
、
明
ら
か
に
当
地
の
言
語
に
合
わ
せ
た
綴

り
に
修
正
さ
れ
て
い
る
し
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
版
で
は
語
形
も
高
地
ア
レ
マ
ン
語
の
語
形
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
をB

esch (2014)

は
「
着
せ
替
え
」
と
呼
ん
で
い
る
。
文
字
を
着
せ
替
え
る
こ
と
で
、
中
身
の
聖
書
を
伝
え
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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ま
た
、
低
地
ド
イ
ツ
語
圏
で
あ
る

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
版
に
至
っ
て
は
、
ブ
ー

ゲ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
中
低
ザ
ク
セ
ン
語
に

翻
訳
し
た
も
の
で
、
重
訳
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
示
し
て

い
る
の
は
、
ル
タ
ー
聖
書
の
ド
イ
ツ
語

を
上
部
ザ
ク
セ
ン
語
か
ら
離
れ
た
言
語

圏
の
人
々
は
そ
の
ま
ま
で
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
マ
ル

テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
博
士
に
よ
っ
て
ド
イ

ツ
語
に
訳
さ
れ
た
聖
書
」
と
い
う
タ
イ

ト
ル
の
ま
ま
各
地
で
出
版
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
意
味
で
は
ル
タ
ー
聖
書
が
広

ま
っ
た
と
言
え
る
。
こ
こ
で
い
う
「
ド

イ
ツ
語
に
訳
さ
れ
た
聖
書
」
と
は
「
民

衆
の
言
葉
に
訳
さ
れ
た
聖
書
」
と
い
う

資料４　「聖ルカによる福音」第 2 章（Wittenberg, 1522）

資料５　「聖ルカによる福音」第 2 章（Augsburg, 1526）
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資料６　「聖ルカによる福音」第 2 章（Straßburg, 1524）

資料７　「聖ルカによる福音」第 2 章（Zürich, 1524）

意
味
で
あ
ろ
う
。

ル
タ
ー
聖
書
の
受
容
で
、
も
う

一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
高
地
ド
イ

ツ
語
版
で
は
語
彙
集
が
付
録
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
綴
り
や
語
形
を

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
合
わ
せ
て
修

正
し
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ
も
語

彙
が
そ
の
言
語
に
無
い
も
の
は
理

解
し
よ
う
が
な
い
の
で
、
語
彙
集

に
よ
っ
て
読
み
替
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ル
タ
ー
聖
書
の
受
容
と
ル
タ
ー
の

言
語
の
受
容
は
分
け
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク

版
と
他
の
都
市
の
版
を
い
く
つ
か

並
べ
て
み
よ
う
。
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ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
版
や
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
版
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
版
に
は
、

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
版
に
は
見
ら
れ
な
いuͦ

の
書
記
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
記

はu

とo

の
合
字
で
、
多
田
（2011

）
の
調
査
で
、
中
高
ド
イ
ツ
語
の
音
素

で
あ
る/uo/

に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
書
記
は
、
一
六
世

紀
に
お
い
て
は
、
特
に
、
ア
レ
マ
ン
語
圏
で
頻
繁
に
表
れ
る
。
そ
の
初
出
時
期

は
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
一
二
世
紀
に
は
そ
の
使
用
が
確
認
さ
れ
、
特
に
南
西

部
に
限
ら
ず
他
の
地
方
で
も
同
様
に
確
認
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
常
に/uo/

がuͦ

と
表
記
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、uo

も
同

様
に
見
ら
れ
る
。

一
七
世
紀
に
な
る
とuͦ

の
使
用
は
低
地
ア
レ
マ
ン
語
圏
に
お
い
て
も
見
ら
れ

な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
にu

が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。uͦ

の
表
記
は
高

地
ア
レ
マ
ン
語
圏
で
あ
る
ス
イ
ス
で
は
一
七
世
紀
以
降
も
し
ば
ら
く
用
い
ら
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
新
高
ド
イ
ツ
語
の
特
徴
で
あ
る
新
し
い
二
重
母
音
が
低
地
ア

レ
マ
ン
語
圏
ま
で
定
着
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

他
に
も
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
版
と
チ
ュ
ー
リ
ヒ
版
で
はvß

やvff

と

い
っ
た
中
高
ド
イ
ツ
語
の
特
徴
を
示
す
書
記
が
観
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

（daz  zvͦ ır pharrarı chomın.）
「彼らが司祭のもとに来ること。」

（Vñ dar zvͦ sínes selbes wer.）
「そしてそれに対する彼自身の守り。」

資料８　Speculum ecclesiae, 編著者不詳、ド
イツ南西部、12 世紀。Bl. 3r.

資 料 ９　Willehalm, 編 著 者 不 詳、Quedlin­
burg あるいは Halberstadt 周辺、1270 年代。
Bl. 2.

（Vnser wîngírto íſt ın bluôte.）
「我々の葡萄の枝は血塗られている。」
資料 10　Ephitaphium, Williram von Ebersberg，
Ebersberg, 12 世紀初頭。Bl. 21r.
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チ
ュ
ー
リ
ヒ
版
で
はouch

やſinem
, wib

と
い
っ
た
書

記
も
あ
る
が
、
他
の
版
に
は
無
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

中
高
ド
イ
ツ
語
か
ら
新
高
ド
イ
ツ
語
へ
の
過
渡
的
な
濃

淡
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

語
彙
集
に
つ
い
て
は
、
資
料
11
（
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ

ル
ク
一
五
二
四
年
版
）
と
資
料
12
（
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク

一
五
二
六
年
版
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
資
料
11
で
は

「
外
国
語
の
単
語
を
高
地
ド
イ
ツ
語
で
表
し
た
も
の
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
シ
ュ
ト

ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
読
者
に
と
っ
て
、
ル
タ
ー
聖
書
の
ド

イ
ツ
語
は
外
国
語
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
資
料
12
で
は
「
い
く
つ
か
の
単
語
を
我
々
の
高

地
ド
イ
ツ
語
で
説
明
し
解
説
し
た
も
の
」
と
タ
イ
ト
ル

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
外
国
語
と
は
呼
ん
で

い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
の
読
者
に

と
っ
て
ル
タ
ー
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
が
そ
の
ま
ま
で
は
理

資料 11　「語彙集」（Straßburg, 1524）
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解
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

語
彙
集
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ル
タ
ー
聖
書
の
単
語
はaffterreden
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
悪
口
を
言
う
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
が
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
や
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
読
者
に
は
理
解
で
き
な
い
単
語
で
あ
っ
て
、
こ
の
語
がnachreden

と
い

資料 12　「語彙集」（Augsburg, 1526）
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う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
に
お
い

て
も
用
い
ら
れ
る
の
はnachreden

で
あ
り
、
ル
タ
ー
聖
書
で
用
い
ら
れ

たaffterreden

は
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
に
残
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
、

ル
タ
ー
聖
書
のA

nstoß

に
対
し
て
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
版
で
は

ergernüs

が
、
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
版
で
はergernus

が
当
て
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
でergernis

と
表
記
さ
れ
、
術
語
と
し

て
「
躓
き
」
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、A

nstoß

も
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語

に
残
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
「
躓
き
」
と
い
う
意
味
は
な
く
、
一
般

名
詞
と
し
て
「
突
く
こ
と
」
や
「
障
害
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

次
に
、
ブ
ー
ゲ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
ル
タ
ー
聖
書
か
ら
低
地
ド
イ
ツ
語
に
翻

訳
し
た
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
版
を
資
料
13
と
し
て
挙
げ
る
。
こ
れ
は
ル
タ
ー

聖
書
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
は
か
な
り
対
応
し
て

い
る
。
当
然
、
書
記
は
低
地
ド
イ
ツ
語
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ル
タ
ー

聖
書
と
は
全
く
異
な
る
。
単
語
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
ル
タ
ー
聖
書

のW
eibe

に
対
し
て
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
版
で
はfrouw

en

（
現
代
標
準
ド

イ
ツ
語
のFrau
に
相
当
）
と
訳
さ
れ
て
お
り
、
中
高
ド
イ
ツ
語
や
中
低

ド
イ
ツ
語
で
「
貴
婦
人
」
を
意
味
し
たvrow

が
、
ル
タ
ー
聖
書
に
お
い

資料 13　「聖ルカによる福音」第 2 章（Lübeck, 1533）

資料 14　「聖ルカによる福音」第 2 章（Wittenberg, 1545）
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て
一
般
的
な
女
性
を
意
味
す
るw

eib

に
置
き
換
わ
る
ま
で
に
は
時
間
を
要
し
た
の
に
対
し
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
版
で
は
こ
の
時
点
で

既
に
置
き
換
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
代
標
準
ド
イ
ツ
語
で
はW

eib

は
雅
語
と
し
て
か
、
あ
る
い
は
、
逆
に
、
卑
語
と
し

て
し
か
用
い
ら
れ
ず
、
一
般
的
な
女
性
を
意
味
す
る
の
は
専
らFrau

で
あ
る
が
、
ル
タ
ー
聖
書
で
は
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
ま
で

W
eib

が
残
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。Frau

とW
eib

に
つ
い
て
は
、
塩
谷
（1975

）
が
論
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
日
常
言
語

と
し
て
、
も
は
やW

eib

を
用
い
な
く
な
っ
て
か
ら
も
ル
タ
ー
が
当
時
の
文
脈
に
お
い
て
ル
タ
ー
聖
書
で
用
い
たW

eib

とFrau

の

使
い
分
け
を
尊
重
し
て
、
あ
え
て
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

七　

結
論

ド
イ
ツ
語
が
現
在
の
標
準
ド
イ
ツ
語
と
い
う
形
に
至
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
語
史
の
流
れ
に
沿
っ
て
言
え
ば
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二

〇
世
紀
前
半
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
な
お
、
複
数
の
「
ド
イ
ツ
語
」
が
並
存
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
ル
タ
ー
聖
書
は
確
か

に
ド
イ
ツ
語
史
に
お
い
て
も
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
文
字
の
「
着
せ
替
え
」
や
語
彙
集
の
付
録
、

重
訳
な
ど
に
よ
っ
て
複
数
の
言
語
圏
に
広
が
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
印
刷
業
者
や
植
字
工
が
大
き
く
関
わ
っ
て
お

り
、
著
作
権
な
ど
無
い
時
代
に
お
い
て
は
出
版
地
ご
と
に
独
自
の
版
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
ル
タ
ー
聖
書
の
伝
播
と
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
の
伝
播
と
は
分
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ル
タ
ー
に
対
す
る
敬
意

の
ゆ
え
に
、
も
は
や
言
語
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
あ
え
て
残
す
と
い
っ
た
こ
と
も
な
さ
れ
、
そ
れ
は
、
言
い
換
え
れ
ば
、
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ル
タ
ー
聖
書
の
ド
イ
ツ
語
が
言
語
実
態
に
あ
ら
ゆ
る
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。
ホ
ル
ツ
ナ
ー
ゲ

ル
（H

olznagel, 2016

）
は
、
ル
タ
ー
の
言
語
使
用
自
体
は
中
東
部
ド
イ
ツ
語
の
慣
習
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ル
タ
ー
が
新

し
く
導
入
し
た
り
、
新
し
い
意
味
を
付
加
し
た
語
彙
が
複
数
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
そ
の
後
の
神
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
評
価

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
語
彙
の
中
に
は
、B

lutgeld

「
血
の
対
価
」、Feuereifer

「
熱
心
さ
」、Landpfleger

「
総
督
」
な
ど
の

新
し
い
語
彙
が
あ
り
、
ま
た
、evangelisch

「
福
音
主
義
の
」、B

uße

「
悔
い
改
め
」、R

echtfertigung

「
義
認
」、B

eruf

「
職
業
」

な
ど
に
は
新
し
い
意
味
を
付
加
し
た
。
た
だ
し
、B

esch (2014)

は
、
こ
の
よ
う
な
語
彙
も
近
代
に
至
る
ま
で
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

側
で
の
み
通
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
方
言
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。B

esch (2014)

は
、
こ

れ
ま
で
の
「
言
語
の
創
造
者
」
と
し
て
の
ル
タ
ー
は
過
大
評
価
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
ル
タ
ー
の
果
た
し
た
役
割
を
過
小
に
評
価

す
る
こ
と
も
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
を
ド
イ
ツ
語
史
の
中
で
客
観
的
に
評
価
す
る
こ

と
が
、
ル
タ
ー
神
学
の
研
究
に
と
っ
て
有
用
な
こ
と
で
あ
る
。
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